
労働災害絶滅 246 人誓う
「宮崎県産業安全衛生大会」開催
ベストプラクティス企業とその取引先企業を交えた意見交換
年末年始無災害運動
宮崎県の最低賃金が改正されました
年末年始建設業労働災害防止強調運動
安全衛生教育促進運動、産業安全祈願祭のお知らせ ほか
随　想
講習のご案内
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全員で目をかけ声かけ意識して　目指そう安全・健康職場
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西臼杵郡高千穂町 夜神楽 「かぐら」の語源は神
かむくら

座が転
て ん か

訛したもので、神座に神を招く神事です。「高千穂夜神楽」（国の重要無形民
族文化財指定）は、11月中旬から翌年2月上旬にかけて、町内約15の地区で氏神様を神楽宿と呼ばれる民家等へ迎え、夜を徹して三十三番
（演目）の神楽を奉納。平安末期から鎌倉時代にかけて成立し、江戸時代末期頃まで高千穂神社の神職を中心に伝承されてきたそう
ですが、神道重視の江戸幕府の政策や明治政府の統制（神仏判然令や神職演舞禁止令等）の影響もあり三十三番に整えられ、氏子たち
により今に伝わっています。写真は、高

たかあま（まが）はら　
天 原 きっての力持ち：手

 た ぢからおのみこと
力 雄 命による舞「戸

 ととり
取」＊で、平成31年2月号の表紙を飾った

白い神面の命
みこと

と同じお方。冷静に天
あまのいわと

岩戸を探し当てる様相を白
・

面で表した舞「手力雄」に対し、髪を振り乱し渾身の力を込めて天岩戸
を開く力強いこの舞では、紅潮した面

おもて
を赤

・

面で表しているのだそう。

＊「戸取」の舞の唱教（舞い手や太鼓方が唱える言葉）によると、手力雄命により投げ捨てられた天岩戸の一つは伊勢の国の山田ケ原に落ち、もう一つは日向国橘の小戸の
　　阿波木原に落ちたのだそう。余談ですが、てっきり一つはお蕎麦で有名な戸隠（長野県）に落ちたのだと思っていました。これぞ“ 伝承たる所

 ゆえん

以„

　
「
日
進
月
歩
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
日

に
日
に
絶
え
ず
進
歩
す
る
こ
と
」、「
進
歩
の
度
合

が
急
速
で
あ
る
こ
と
」を
意
味
す
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
文
章
も
パ
ソ
コ
ン
で
書
い
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
の
頃
は
、自
分
が
こ
ん
な
に
日
常
的
、当

た
り
前
に
パ
ソ
コ
ン
で
あ
っ
た
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
あ
っ
た
り
と
い
う
も
の
を
使
っ
て
い
る
姿
は

想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た（
な
に
せ
学
生
の
頃

で
も
ま
だ
レ
ポ
ー
ト
な
ど
は
手
書
き
で
作
成
し

て
い
た
世
代
で
す
…
）。日
常
的
に
使
っ
て
い
ま
す

と
、そ
れ
が「
当
た
り
前
」の
も
の
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、ふ
と
我
に
返
り
、こ
の
数
十
年
の
Ｉ
Ｔ

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
っ
た
も
の
の「
進
歩
の
度
合

の
急
速
」さ
に
驚
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

30
年
く
ら
い
前
に
パ
ソ
コ
ン
が
急
激
に
普
及

し
、携
帯
電
話
に
目
を
向
け
ま
す
と
ガ
ラ
ケ
ー
が

席せ
　
け
ん巻
し
、10
数
年
前
く
ら
い
か
ら
は
ス
マ
ホ
と
い

う
存
在
が
当
た
り
前
に
な
り
、こ
れ
だ
け
の
短
期

間
で
こ
こ
ま
で
進
歩
し
世
の
中
の「
当
た
り
前
」が

変
わ
る
の
だ
な
あ
と
驚
く
と
と
も
に
、じ
ゃ
あ
、こ

れ
か
ら
30
年
後
は
、今
は
想
像
も
で
き
な
い
ど
ん

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
考
え
楽
し
み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
長
生
き
し
よ
う
」と
思
う
理

由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま

す
が
、「
20
年
後
や
30
年
後
は
、

ど
ん
な
新
し
い
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る『
日
進
月

歩
』の
世
の
中
な
の
か
見
て
み
た

い
」と
い
う
理
由
も
自
分
の
中
に

は
あ
り
、そ
の
時
に
そ
れ
ら
を
楽

し
め
る
よ
う
健
康
、元
気
で
い
た

い
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
も

あ
り
ま
す
。　

（
ア
ラ
フ
ィ
フ
）

年末年始無災害運動（2023.12.1～2024.1.15）

主唱　中央労働災害防止協会
後援　厚生労働省

年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ

　

誠
に
勝
手
な
が
ら
、

　

12
月
29
日（
金
）か
ら

　

１
月
３
日（
水
）ま
で

　

休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健康と安全で 
　 幸せつなぐ年末年始

来年は
よろしくね!
ご安全に！！ OK!

国語



　

令
和
５
年
度
宮
崎
県
産
業
安
全
衛

生
大
会（
宮
崎
県
労
働
災
害
防
止
団
体

等
連
絡
協
議
会
主
催
）が
、11
月
15
日
、

宮
崎
市
佐
土
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
取
り

な
が
ら
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
県
内

の
事
業
所
か
ら
２
４
６
人
が
参
加
し
、

ゼ
ロ
災
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
安

全
で
健
康
・
快
適
な
職
場
づ
く
り
に
向

け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

　

冒
頭
、こ
れ
ま
で
の
宮
崎
県
の
産
業

発
展
の
た
め
不
幸
に
し
て
労
災
事
故
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、

全
員
で
黙
と
う
の
後
、建
設
荷
役
車
両

安
全
技
術
協
会
後
藤
健
治
支
部
長
の

開
会
の
こ
と
ば
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
県
労
働
災
害

防
止
団
体
等
連
絡
協
議
会
の
橋
口
光

雄
大
会
会
長（
宮
崎
労
働
基
準
協
会
会

橋口 光雄
大会会長

坂根　 登
宮崎労働局長

飯塚　 実
宮崎県商工観光労働部次長 全員で大会宣言を確認

大会表彰を受賞された事業場の皆様

優
良
事
業
場
8
社
表
彰

安
全
・
安
心
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

安
全
・
安
心
な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
　
　
　   

   

労
働
災
害
絶
滅

労
働
災
害
絶
滅  

2
4
6

2
4
6
人
誓
う

人
誓
う

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度    

宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

宮
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

　

坂
根
局
長
は
、県
内
の
労
働
災
害
発

生
状
況
に
つ
い
て「
令
和
４
年
の
死
亡
者

数
は
新
型
コ
ロ
ナ
を
除
く
と
17
人
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
４
人
増
加
、休
業

４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
1
，6
1
5

人
で
72
名
増
加
し
て
い
る
。
宮
崎
労
働

局
で
は
、令
和
５
年
度
を
初
年
度
と
す

る
５
か
年
計
画
の『
同
局
第
14
次
労
働

災
害
防
止
推
進
計
画
』
を
策
定
し
、死

亡
災
害
の
大
幅
な
減
少
、死
傷
災
害
の

増
加
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
年
10
月
末
現
在
の

状
況
は
、
死
亡
災
害
、
死
傷
災
害
と

長
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
第
５

類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
各

地
で
夏
の
花
火
大
会
、
秋
の
祭
り
が
通

常
開
催
さ
れ
、い
つ
も
の
町
の
賑
わ
い
が

戻
っ
て
き
て
い
る
が
、依
然
と
し
て
人
手

不
足
と
原
材
料
の
高
騰
が
景
気
回
復
の

足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
後
、「
宮

崎
県
に
お
け
る
死
亡
及
び
休
業
４
日
以

上
の
労
働
災
害
は
、５
年
連
続
で
増
加

し
て
い
る
。
と
く
に
令
和
４
年
の
労
働

災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
は
平
成
20
年
以

来
最
多
と
な
っ
て
お
り
、改
め
て
安
全

衛
生
活
動
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
大
会
へ
の
参
加
を
契
機
に
、職
場
の

安
全
衛
生
の
重
要
性
を
再
認
識
い
た
だ

き
、安
全
安
心
、そ
し
て
快
適
な
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
て
、ご
尽
力
を
お
願

い
し
ま
す
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
労
働
災
害
防
止
団
体
よ

り
推
薦
さ
れ
た
県
内
８
事
業
場
が
安
全

衛
生
優
良
事
業
場
と
し
て
表
彰
さ
れ
、

橋
口
大
会
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
宮
崎
労
働
局

坂
根
登
局
長
、宮
崎
県
商
工
観
光
労
働

部
飯
塚
実
次
長
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。
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大 会 宣 言

令和５年度宮崎県産業安全衛生大会

　宮崎県内の労働災害は、関係者の努力により、長期的には減少してきた。
遺憾ながら、近年は労働災害が増加に転じており、宮崎県内の、令和 4 年の労働
災害による死亡者数は前年より 5 人増加し 18 人であった。これは、平成 20 年以降
で最も多い数字である。また、休業 4 日以上の死傷者数は、新型コロナウイルス
感染症を除いても5年連続増加し、令和4年は前年比72人増加の1,615人であった。
　転倒災害が全体の 25％を占め、女性の高年齢労働者を中心に、転倒が骨折につ
ながったり、腰痛が長期休業になる等、作業行動を起因とする労働災害の増加が
認められる。

　高年齢労働者が安心して安全に働ける職場環境の実現に向け、リスクアセスメントの
実施、職場環境改善、健康診断、体力チェックの実施などが重要となっている。
　労働者の健康をめぐっては、仕事や職業生活に関する強い不安や悩み又はスト
レスを感じる労働者が多く、働き方に注視するとともに、ストレスチェックの実施
などによる労働者の心の健康確保が重要である。また、病気を抱えた労働者の治
療と仕事の両立は引き続き大きな課題となっている。

　人手不足や急激な物価高など、企業を取り巻く環境には大変厳しいものがある
が、情勢がいかに厳しくとも、「安心して働ける職場環境を実現することは、すべ
ての働く人、県民の願いである。そのため、事業者も労働者も関係者すべてが本
年からはじまる宮崎労働局第 14 次労働災害防止推進計画に掲げられた重点事項を
確実に実施することが重要である。
　本大会を契機に、参加者一人ひとりがゼロ災運動の原点に立ち返って、人命尊重
の基本理念を再確認し、安全で健康・快適な職場作りに向けて全力を尽くすこと
をここに誓う。
　右、宣言する。

　　令和５年 11 月 15 日

令和5年度

宮崎県産業安全衛生大会表彰

事業場名称 業 種 所在地

児湯郡高鍋町その他の事業㈱高鍋衛生公社

宮　　崎　　市道路貨物運送業㈲太田運送

日　　南　　市木 材 製 造 業㈱河宗本店

宮　　崎　　市土 木 工 事 業㈱紘進建設

東臼杵郡門川町土 木 工 事 業㈱長谷川組

日　　南　　市食料品製造業井上酒造㈱

都　　城　　市食料品製造業ヤマエ食品工業㈱

日　　向　　市化 学 工 業東ソー日向㈱

安全衛生優良事業所

も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
労
働
災
害

防
止
団
体
や
業
界
団
体
の
協
力
の
下
、

連
携
を
密
に
し
労
働
災
害
防
止
、
健
康

確
保
対
策
の
取
組
み
に
引
き
続
き
ご
尽

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

次
に
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
健

康
安
全
課
の
安
全
、労
働
衛
生
各
専
門

官
よ
り
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
安
全
に

関
し
て
は
、ま
ず
、労
働
災
害
発
生
状
況

の
詳
細
と
そ
の
分
析
及
び
対
策
、と
く

に
増
加
し
て
い
る
転
倒
災
害
、高
年
齢

労
働
者
の
災
害
に
関
し
詳
し
く
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、足
場
及
び
貨

物
自
動
車
に
お
け
る
荷
役
作
業
時
の
墜

落
・
転
落
防
止
措
置
が
強
化
さ
れ
た
法

規
則
改
正
及
び『
宮
崎
労
働
局
第
14
次

労
働
災
害
防
止
推
進
計
画
』
の
8
つ
の

重
点
対
策
、
S
A
F
E
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
労
働
衛
生
に
つ
い
て
は
、健

康
診
断
に
お
け
る
有
所
見
者
の
状
況
、

脳
・
心
臓
疾
患
及
び
精
神
障
害
等
の

労
災
認
定
状
況
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
義
務
対
象

物
質
の
大
幅
な
増
加
及
び
適
切
な
保
護

具
の
使
用
等
に
関
す
る
化
学
物
質
関
係

の
法
改
正
、石
綿
規
則
の
改
正
、
第
10

次
粉
じ
ん
障
害
防
止
総
合
対
策
、治
療

と
仕
事
の
両
立
支
援
に
つ
い
て
等
、労
働

衛
生
の
現
状
に
関
し
詳
細
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
歯
と
お
口
の
健
康
」と
題

し
て
、ま
つ
だ
歯
科
医
院
松
田
聡
院
長

よ
り
、講
演
が
あ
り
ま
し
た
。ま
ず
、歯

を
失
う
原
因
と
し
て
顕
著
な
虫
歯
と

歯
周
病
に
つ
い
て
、ス
ラ
イ
ド
の
写
真

な
ど
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
歯
周
病
は
糖
尿
病
な
ど
の

全
身
疾
患
と
も
関
係
が
あ
り
、歯
周

病
対
策（
歯
み
が
き
、
歯
石
除
去
な
ど

プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
フ
ッ
素
塗

布
）に
つ
い
て
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、フ
レ
イ
ル（
弱
っ
て
く
る
こ

と
）
に
つ
い
て
、自
分
の
口
の
健
康
状
態

を
知
っ
て
オ
ー
ラ
ル（
口
）フ
レ
イ
ル
対
策

と
し
て
、お
口
・
舌
の
体
操
な
ど
の
説
明

や
口
腔
が
ん
の
お
話
、そ
し
て
歯
科
健
診

の
勧
め
が
あ
り
、「
い
い
歯
で
獲
得
、笑

顔
と
健
康
」
と
い
う
こ
と
で
、歯
と
お
口

の
健
康
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

続
く
、「
大
会
宣
言
」で
は
、来
場
者

全
員
が
起
立
し
、陸
上
貨
物
運
送
事
業

労
働
災
害
防
止
協
会
草
水
裕
之
支
部

長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、全
員
で

承
認
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
、
矢
野
俊
也
宮
崎

労
働
基
準
協
会
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
本
部  

総
務
部
長　

福
山
）

講話（労働衛生）宮崎労働基準部
健康安全課　地福専門官

まつだ歯科医院　松田　聡 院長の講演
 「歯とお口の健康」

講話（安全）宮崎労働基準部
健康安全課　木野宮専門官

宮
崎
労
働
局
講
話

講
　
演
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経営トップによる安全衛生方針の決意表明❶
安全衛生パトロールの実施❷
機械設備に係る一斉検査および作業前点検の実施❸
年末時期の大掃除等を契機とした５Sの徹底、掲示や旗の掲げ替え❹
年始時期の作業再開時の安全確認の徹底❺
年末年始無災害運動用ポスター、のぼり等の掲示❻

年末 年始無災害運動
令和5年度  2023年12月1日 　 2024年1月15日 

令和５年度【事業場の実施事項】※実施要領（抜粋）

1. 年末年始に実施する事項

意  見  交  換  の  概  要  

KY（危険予知）活動を活用した非定常作業における労働災害防止対策の徹底❶
安全保護具・労働衛生保護具、安全標識・表示等の点検と整備•更新❷
化学物質のリスクアセスメントの実施を含めた化学物質管理の徹底❸
転倒、墜落・転落、はさまれ・巻き込まれ災害防止や腰痛予防対策の徹底❹
火気の点検、確認など火気管理の徹底❺
交通労働災害防止対策の推進❻
過重労働をしない・させない職場環境づくり❼
健康的な生活習慣（睡眠、食事、運動等）に関する健康指導などの実施❽
感染症拡大防止対策の徹底❾
職場のハラスメント防止につながる取り組みの推進10
自然災害等に伴う復旧・復興工事等における労働災害防止対策の推進
安全衛生旗の掲揚、その他安全衛生意識高揚のための活動の実施

2. 年末年始に実施状況を確認する事項

ベストプラクティス企業とその取引先企業を交えた意見交換
　厚生労働省では、過労死等を防止することの重要性について、国民の皆さまの関心と理解を深めるため、11月を「過労死等防止啓発
月間」と定め、周知・啓発の取組としてシンポジウムの開催や過重労働解消キャンペーンを展開しました。 
　宮崎労働局においては、過重労働解消キャンペーンの取組の一つとして、今年度は、現在時間外労働の上限規制が猶予されている
「自動車運転の業務」、「医師」、「建設業」の中から、来年 4 月の上限規制に向けて、働きやすい職場づくりや長時間労働の削減に
積極的に取り組んでいるベストプラクティス企業として貨物自動車運送業の「FK 物流（本社：都城市）」を選定し、また、その取引
先企業である「日本チルド物流（本社：川崎市）」を交え、宮崎運輸支局と合同で、11 月 9 日に意見交換を行いました。

・自社車両は宮崎の畜肉工場から広島の物流会社までの幹線のみ輸送
・山陰地区への輸送は広島の物流会社に委託
・関西地区の輸送は別車で関西圏のみの配送先に固定しフェリー運行を行う
・関西圏の個別配送先も日本チルド物流関西事業所からの二次配送へ切り替え、宮崎の畜肉工場から日本チルド物流関西事業所までの   
　幹線のみ輸送
など日本チルド物流の協力を得ながら長時間労働の削減に繋げた具体的な改善事例のほか、長距離ドライバーの連休取得促進などの取り組
みより離職率の低下にも効果があったことなどの紹介があり、

FK 物流から、長時間労働になる一つの要因であった宮崎県内の畜肉工場から山陰地区の個別配送を経由した関西地区への鶏肉輸送を、 

　日本チルド物流からは、荷主は、トラック運転手の労働時間が長いことには理解があっ
ても、金額を提示すると中々理解が進まないなど長時間労働削減に向けた取り組みで
コストが増えた分を運賃に転嫁できていない実情などが紹介された。また、宮崎運輸
支局長からは、輸送の安全確保については運転者に対する教育指導及び監督が重要
であることなど、宮崎労働局長による進行の下活発な意見交換が行われました。
　最後に、FK 物流から、2024 年問題がクローズアップされてから、各業界で問題  
が浮き彫りになり、これまで言えなかったことが大きな声で言えるようになった。運送
業界が大きく変われるチャンスだと考えている。これからも、若い運転手の確保のため、
拘束時間の短縮など、トラック運転手の労働条件改善に積極的に取り組んで行きたい
との表明を受けて意見交換を終了しました。
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宮崎県の最低賃金が
改正されました

UP
44円

確認しよう
最低賃金

最低賃金制度のマスコット
チェックマん

【最低賃金に関するお問合せ先】

宮崎県最低賃金
（地域別最低賃金）

宮崎県自動車（新車）小売業最低賃金
宮崎県各種商品小売業最低賃金

宮崎労働局労働基準部賃金室

[　　　　 ]お問合せ

[　　　　 ]提 出 先

業務改善助成金コールセンター
みやざき働き方改革推進支援センター
宮崎労働局雇用環境・均等室

☎ 
☎ 
☎ 

0120-366-440

☎ 0985-38-8836
☎ 0985-29-6000 ☎ 0982-34-3331 ☎ 0986-23-0192 ☎ 0987-23-5277

0120-975-264
0985-38-8821

宮崎労働基準監督署 延岡労働基準監督署 都城労働基準監督署 日南労働基準監督署

時 間 額 効力発生日

897円 令和５年10月６日

927円 令和５年12月20日

左記最低賃金は、令和５年度の
改正がありませんでした。
このため、令和５年10月６日か
らは、宮崎県最低賃金 897円が
適用されています。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

宮崎県電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業
最低賃金

宮崎県部分肉・冷凍肉、肉加工品、処理
牛乳・乳飲料、乳製品製造業最低賃金

スマホで確認 !
宮崎労働局HP

897時間額
円

ご存知ですか？ 業務改善助成金（賃金引上げを支援する助成金）

令和5年度  年末年始建設業労働災害防止強調運動
　　　　(令和５年12月1日～令和６年１月15日)

　宮崎県内の建設業における労働災害発生状況は、長期的に見ると減少傾向にある
ものの、平成20年以降で、５年毎の死亡災害発生件数を集計してみると、平成20年
～24年が９件発生、平成25年～29年が19件発生、平成30年～令和４年も19件発
生しており増加傾向にあります。
 また、平成25年以降（過去10回）の本件年末年始強調運動期間中（46日間）におけ
る死亡災害を集計してみると７件発生しており、平成25年以降の建設業死亡災害38
件の18.4％を占めており、過去10回の当該46日間における平均死亡災害（１回あた
りの期間中平均死亡災害0.7件）は、過去10年間における46日間当たりの平均死亡
災害（0.48件）と比較すると死亡災害発生率が約1.4倍高い期間となっています。
　このように例年、年末から年始にかけては死亡労働災害が増加する時期であり、特
に建設業においては最盛期を迎える現場も多くなること、加えて、これから迎える年
末年始は、慢性的な労働者不足や県内労働者の高齢化の影響もあり、死亡災害の発
生リスクの高まりが懸念されるため、今後、建設現場における安全管理活動への一層
の取組みが重要となります。
　以上のことから、年末・年始の時期を中心とした12月１日（金）から１月15日（月）
までの期間中、労働災害の撲滅を目指し、関係行政機関、労働災害防止団体及び事
業者が一体となって、本運動による労働災害防止の取組強化を図ります。

重点事項
① 安全管理体制の整備等
② 墜落・転落及び飛来・落下災害防止対策
③ 建設機械・移動式クレーンの災害防止対策
④ 地山の崩壊・倒壊災害防止対策
⑤ 足場の点検時における点検者の指名及び足場の組立て等の後の点検者の氏名
　 の記録・保存の徹底（令和５年10月1日安衛規則改正施行措置）

事業場の実施事項
①　現場代理人等を中心とした現場での安全衛生活動の充実
②　経営首脳等による現場パトロールの実施
③　安全衛生教育の実施
④　建設三大災害（墜落・転落災害、重機災害、崩壊・倒壊災害）防止対策の徹底
⑤　墜落制止用器具（フルハーネス型）の導入
⑥ 「現場代理人による『安全現場宣言』運動」の取組

x

実実施施期期間間//１１２２月月１１日日～～11月月１１５５日日

県土整備部、農政水産部、環境森林部、企業局
■ 宮崎県

■ 建設業労働災害防止協会 宮崎県支部

■ 建設荷役車両安全技術協会 宮崎県支部

■ 宮崎県港湾漁港建設協会

■ 厚生労働省 宮崎労働局
宮崎労働基準監督署

延岡労働基準監督署

都城労働基準監督署

日南労働基準監督署

■ 国土交通省 九州地方整備局

■ 農林水産省 九州農政局
宮崎中部農業水利事業所

宮崎河川国道事務所
延岡河川国道事務所
宮崎港湾・空港整備事務所

墜落・転落災害をなくそう！
県内の建設業では、過去 年間の労働災害のうち、死亡災害の 、死傷災害の が墜落・転落によるものです。

墜落制止用器具の使用

開口部に覆い

手摺・中さんの設置

手摺付き昇降設備の使用

【 お問合せ 】
宮崎労働局労働基準部 健康安全課

TEL.0985-38-8835



大 会 宣 言

令和５年度宮崎県産業安全衛生大会

　宮崎県内の労働災害は、関係者の努力により、長期的には減少してきた。
遺憾ながら、近年は労働災害が増加に転じており、宮崎県内の、令和 4 年の労働
災害による死亡者数は前年より 5 人増加し 18 人であった。これは、平成 20 年以降
で最も多い数字である。また、休業 4 日以上の死傷者数は、新型コロナウイルス
感染症を除いても5年連続増加し、令和4年は前年比72人増加の1,615人であった。
　転倒災害が全体の 25％を占め、女性の高年齢労働者を中心に、転倒が骨折につ
ながったり、腰痛が長期休業になる等、作業行動を起因とする労働災害の増加が
認められる。

　高年齢労働者が安心して安全に働ける職場環境の実現に向け、リスクアセスメントの
実施、職場環境改善、健康診断、体力チェックの実施などが重要となっている。
　労働者の健康をめぐっては、仕事や職業生活に関する強い不安や悩み又はスト
レスを感じる労働者が多く、働き方に注視するとともに、ストレスチェックの実施
などによる労働者の心の健康確保が重要である。また、病気を抱えた労働者の治
療と仕事の両立は引き続き大きな課題となっている。

　人手不足や急激な物価高など、企業を取り巻く環境には大変厳しいものがある
が、情勢がいかに厳しくとも、「安心して働ける職場環境を実現することは、すべ
ての働く人、県民の願いである。そのため、事業者も労働者も関係者すべてが本
年からはじまる宮崎労働局第 14 次労働災害防止推進計画に掲げられた重点事項を
確実に実施することが重要である。
　本大会を契機に、参加者一人ひとりがゼロ災運動の原点に立ち返って、人命尊重
の基本理念を再確認し、安全で健康・快適な職場作りに向けて全力を尽くすこと
をここに誓う。
　右、宣言する。

　　令和５年 11 月 15 日

令和5年度

宮崎県産業安全衛生大会表彰

事業場名称 業 種 所在地

児湯郡高鍋町その他の事業㈱高鍋衛生公社

宮　　崎　　市道路貨物運送業㈲太田運送

日　　南　　市木 材 製 造 業㈱河宗本店

宮　　崎　　市土 木 工 事 業㈱紘進建設

東臼杵郡門川町土 木 工 事 業㈱長谷川組

日　　南　　市食料品製造業井上酒造㈱

都　　城　　市食料品製造業ヤマエ食品工業㈱

日　　向　　市化 学 工 業東ソー日向㈱

安全衛生優良事業所
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　令５年度安全衛生教育促進運動実施要領では、各事業場に対して主に次の事項を
実施するように求めています。（概略）

午前8:45集合1/10（水）
午前10:55集合1/ 10 （水）

令和 6年令和 6年

!  
 

午前10:00集合1/10（水）
午前10:00集合

鵜戸神宮（日南市）
1/12（金）日南支部

年間の安全衛生教育実施計画の作成と計画的かつ効果的な実施❶
安全衛生教育の実施結果の記録・保存❷
実施計画の作成、実施、実施結果の記録・保存などに関する業務の実施責任者の選任❸
雇入れ時教育、職長等教育、技能講習、特別教育等の法定教育等の徹底❹
リスクアセスメント教育、危険予知活動（ＫＹＴ）、職場のメンタルヘルス対策及び
ハラスメント防止に関する教育等法定教育以外の教育等の充実

❺

オンラインを活用した安全衛生教育の適切な活用と推進❻
安全衛生教育に関する「見える化」の推進（必要な資格や特別教育等を設備機器や
作業場所に掲示、有資格者の腕章の装着等）

❼

令和5年 労災死亡者累計
令和5年11月13日現在宮崎労働局 令和5年10月末日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

3
1

6
10

1

1
5

2

2
4
6

1

1
1

4
4
5

4
4
1
5
3

17前年同期

令和5年 死亡災害発生状況

8

災  害  の  概  要経験
期間

災害
発生月

9月 男 1年

年齢性別

小売業交通事故 バイク

10 10月 男小売業交通事故 乗用車

9 10月 女金融業交通事故 バイク

業種番号

60代

50代

40代

5年

16年

配達用の新聞を積んだ原動機付き自転車に乗
り、町道を走行していたところ、鹿と衝突した。

スーパーの駐車場で、被災者は、原動機付き自転
車を運転し、店の出入口付近に向かっていたとこ
ろ、駐車場に入ってきた乗用車に衝突された。

被災者は、道路脇に設置されている自動販売機
に製品を補充する作業等を行っていたところ、
軽自動車にはねられた。

事故の型 起因物

ポスター・用品のお申し込みは基準協会各支部へどうぞ！

産業安全
祈願祭のお知らせ

★ご案内及び申込書は、当協会HPに掲載しています。★ご案内及び申込書は、当協会HPに掲載しています。

詳しくは
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私
は
今
年
60
才
還
暦
を
迎
え
ま
し

た
。
前
職
は
50
半
ば
ま
で
自
衛
官
と

し
て
仕
事
を
し
て
、今
は
都
城
在
住
、

高
校
で
先
生
と
し
て
教
科
の
授
業
、

部
活
動
の
顧
問
、
学
校
で
運
行
し
て
い

る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
全
体
の
運
行
管
理
、

時
々
は
運
転
等
、
大
変
忙
し
い
な
が
ら

も
第
２
の
人
生
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
運
転
は
遠
い
と
こ
ろ
は
、
片
道

２
時
間
弱
か
か
り
ま
す
が
、
朝
は
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
願
い
し
ま

す
。」
夕
方
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」
と
声
を
出
し
て
乗
り
降
り

す
る
生
徒
に
対
し「
こ
の
生
徒
達
の
た

め
に
や
っ
て
や
ら
な
い
と
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

60
才
還
暦
と
い
う
節
目
、仕
事
も
多

く
の
同
級
生
が
定
年
に
な
っ
た
り
す
る

影
響
な
の
か
、
中
学
・
高
校
・
大
学
の

同
級
生
た
ち
数
名
が
集
ま
り
、
学
年
ま

た
は
ク
ラ
ス
で
の
同
窓
会
が
既
に
あ

り
、
ま
た
こ
れ
か
ら
あ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
高
校
は
10
月
上
旬
に
既
に
終
わ

り
ま
し
た
が
、
作
成
し
た
学
校
カ
ラ
ー

の
タ
オ
ル
を
皆
で
首
に
か
け
て
写
真
を

撮
る
等
、大
変
心
に
残
る
同
窓
会
で
し

た
。
企
画
し
て
く
れ
た
幹
事
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
ま
す
。

　

中
学
は
幹
事
側
で
数
人
と
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
中
学
の
場

合
、卒
業
以
来
45
年
の
月
日
が
経
過
し

「
会
い
た
い
な
」
と
思
っ
て
い
た
人

と
、電
話
や
メ
ー
ル
で
繋
が
っ
た
時
は

大
変
嬉
し
い
も
の
で
す
。
中
学
で
は

も
う
一
つ
、
当
時
学
年
６
ク
ラ
ス
あ
り

ま
し
た
が
、担
任
の
先
生
が
卒
業
前
に

「
卒
業
し
た
ら
、二
十
歳
皮
切
り
に
５

年
ご
と
に
同
窓
会
を
や
り
な
さ
い
。

最
初
の
幹
事
は
男
子
は
〇
〇
、女
子
は

〇
〇
」
と
い
う
感
じ
で
決
め
て
く
れ
、

こ
の
年
に
な
る
ま
で
幹
事
は
交
代
す
る

も
の
の
欠
か
さ
ず
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
さ
す
が
に
参
加
で
き
る
の
は
半
数

弱
で
す
が
、他
の
ク
ラ
ス
の
同
級
生
た

ち
も
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

「
〇
組
は
良
い
よ
ね
え
。５
年
お
き
に

同
窓
会
で
き
て
素
晴
ら
し
い
。」
と
言

わ
れ
ま
す
。そ
の
担
任
の
先
生
は
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、ず
っ
と
続
い
て
い
る

こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
中
学
か
ら
大
学
ま
で
の
間
に
体

験
・
体
感
し
た
こ
と
を
二
つ
書
い
て
み

ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
（
視

点
が
異
な
る
と
見
え
方
も
違
う
）
」
で

す
。
は
っ
き
り
し
た
学
年
は
覚
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
中
学
生
の
時
、
親
と
一

緒
に
宮
崎
市
に
車
で
行
く
の
に
、ふ
と

「
途
中
ま
で
先
に
一
人
で
歩
い
て
行
こ

う
か
な
」
と
思
い
立
ち
、10
号
線
を
６

～
７
時
間
テ
ク
テ
ク
歩
い
て
、
今
は
あ

り
ま
せ
ん
が
途
中
に
あ
っ
た
「
山
の
茶

屋
」
と
い
う
う
ど
ん
屋
さ
ん
ま
で
歩
い

て
い
き
ま
し
た
。
都
城
イ
ン
タ
ー
近
く

の
10
号
線
を
歩
い
て
い
る
時
、当
時
道

沿
い
の
側
溝
に
は
蓋
が
な
く
、そ
の
中

に
は
飲
み
終
わ
り
投
げ
捨
て
ら
れ
た

ジ
ュ
ー
ス
の
缶
が
多
く
散
乱
し
て
い
た

光
景
が
頭
に
残
っ
て
い
て
「
マ
ナ
ー
悪

い
な
」
と
子
供
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

同
じ
道
で
も
、車
で
通
過
し
た
だ
け
で

は
、
そ
の
よ
う
な
部
分
は
見
え
ず
、歩

い
た
こ
と
に
よ
り
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
「
暖
衣
飽
食
」
と
い
う
言

葉
で
す
。
大
学
２
年
生
の
時
、関
東
か

ら
都
城
ま
で
夏
休
み
を
利
用
し
て
自
転

車
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。約
１
，５
０
０

キ
ロ
、
途
中
観
光
し
な
が
ら
の
16
泊

17
日
で
し
た
。
毎
日
が
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
の
旅
で
、初
日
は
静
岡
市
の

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
へ
泊
ま
り
ま
し
た
。

綺
麗
な
シ
ー
ツ
、ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た

心
地
よ
い
部
屋
。
と
こ
ろ
が
、翌
日
午

前
中
に
そ
の
反
動
で
「
俺
は
何
を
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
」と
、ふ
と
思
い
、道
路

沿
い
の
大
樹
の
下
で
大
の
字
で
横
に

な
り
、自
転
車
旅
行
を
続
け
る
か
、自

転
車
を
折
り
た
た
み
新
幹
線
で
帰
る

か
悩
み
ま
し
た
。
炎
天
下
、汗
を
流
す

こ
と
に
対
し
て
、
ホ
テ
ル
と
の
違
い

は
歴
然
で
、２
日
目
に
し
て
挫
折
し
か

け
る
こ
と
に
。
結
果
い
ず
れ
に
せ
よ
、

進
ま
な
い
こ
と
に
は
新
幹
線
に
も
乗
れ

な
い
た
め
、
ペ
ダ
ル
を
踏
み
始
め
た
ら

そ
の
よ
う
な
気
持
ち
は
吹
っ
切
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
時
こ
の
言
葉
が
頭
に
浮
か

び
ま
し
た
。
暖
衣
飽
食
の
常
日
頃
で
す

が
、た
ま
に
は
こ
の
よ
う
な
生
活
か
ら

出
て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
ど

れ
だ
け
働
け
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

健
康
第
一
、
次
の
世
代
の
た
め
に
頑
張

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
教
諭（
講
習
会
担
当
）

小
坂 

英
毅

60
才
の
節
目

高等学校教諭（講習会担当）

小坂 英毅 さん
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講習会の申込み・問合せ先等（営業日：平日8：30～17：00）

宮崎労働基準協会本部･宮崎･日南支部

延岡支部

■

■

■

宮崎市祇園3丁目1番地 
矢野産業祇園ビル

〒880-0024

TEL.0985-25-1853  FAX.0985-28-9080

TEL.0982-34-5538  FAX.0982-21-0117

都城支部 TEL.0986-24-5603  FAX.0986-24-5618

講習のご案内講習のご案内
月分

宮崎基準協会

「受講申込書」はホームページから
印刷(ExcelまたはPDF形式)できます

（注）都合により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。　
講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします（平日8：30～17：00）。
但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合わせの上、お申し込みください。
・「技能講習」受講申込書には証明写真、本人確認書類の添付が、また「特別教育等」受講申込書には本人確認書類の添付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。　事務局へ申込書の受付を確認後、開催日の
 3営業日前までにご入金ください。
（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）　　　　　　　　

12 1

【受講申込みについて】
・申込みの受付けは、開催日の 1 か月前から開始します。( 土日・祝日に当たる場合は翌営業日 8：30 ～となります。)
・申込み受付開始後、①受講申込書提出⇒②事務局に申込書の受付を確認⇒③ご入金 をもって 『受付完了』 とします。
  つきましては、申込書の受付を確認後、原則として開催日の３営業日前までにご入金をお願いいたします。
   期日までにご入金が確認できない場合は、受講申込みの取消しをさせていただく場合がありますのでご了承ください。
・『受付完了』 後のキャンセルにつきましては、開催日の３営業日前までにご連絡があった場合に限りご返金いたします。
　銀行振り込みでの返金を希望される場合は、振込手数料を差し引かせていただきます。
　再度、受講を希望される場合は改めてお申込みをお願いいたします。
・定員に達していない場合は開催日の前日でもお申込みは可能ですが、お早目の手続きをお願いいたします。
・定員に達している場合は、キャンセル待ちをご案内します。
・『受付完了』後に受講者の変更を希望する場合は、前日でもご対応は可能です。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

特
別
教
育

技
能
講
習

（実技）
玉掛け

（吊上げ荷重１トン以上のレーンの玉掛作業）
27,280

（免除 25,190）
550

1,650

宮崎

宮崎

矢野運輸㈱

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

605
1,705

延岡 日向地区中小企業支援機構

特定化学物質及び
四アルキル鉛等 宮崎

★法改正によりアーク溶接作業では、屋内・屋外を問わず当講習を修了した者の中から「特定化学物質作業主任者」の選任が必要になりました。

酸素欠乏・
硫化水素危険

20,900
（改定）

1,210
2,310

宮崎

有機溶剤 15,950
（改定）

880
1,980

石綿 15,950
（改定）

15,950
（改定）

 880
1,980

都城

アーク溶接等業務

電気取扱業務（低圧）

安全衛生推進者養成講習

21,890
24,970
（改定）

1,210 宮崎

宮崎

延岡

延岡

延岡市職業訓練支援センター

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

ポリテクセンター宮崎

（学科） 

（実技）
（学科） 

𠮷原建設仮設資材部
都城地区建設業協会

（実技）
（学科） 

（実技）
（学科） 

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）矢野運輸㈱
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

都城地区建設業協会

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡市職業訓練支援センター

（実技）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

1,980
3,080
（改定）

ボイラー取扱

770

職長等の教育
（注）建設業の方については、職長・安全衛生
　責任者教育を建設業労働災害防止協会
（℡0985-20-8610）が実施しています。

15,950
19,030
（改定）

880 宮崎

宮崎

会員
一般

15,950
19,030
（改定）

会員
一般

会員
一般

15,950
（免除 11,110）

（改定）

会員
一般

会員
一般

15,950
（改定）

880
1,980

会員
一般

会員
一般

会員
一般

会員
一般

 330
1,430

会員
一般

会員
一般

都城

（木）～ /16（土）12 12/14

（木）～ /16（土）12 12/14

（実技）
（学科） 延岡市職業訓練支援センター

（月）～ /13（水）12 12/11

（水）～ /21（木）12 12/20

（木）～ /20（土）11 /18

（木）～ /27（土）11 /25

（木）～ /12（金）11 /11

宮崎 （実技）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（火）～ / 1（木）21 /30

（火）～ /17（水）11 /16

（木）～ /20（土）11 /18

（水）～ /26（金）11 /24

宮崎

延岡 ポリテクセンター延岡

（水）12/20（火）/19 ～12

（水）12/20（火）/19 ～12

矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（水）12/ 6（火）/ 5 ～12

（金）12/ 8（木）/ 7 ～12

申込書に確認書類の貼付が必要です。

作
業
主
任
者

★都合により12/７～８から日程変更

※ （土）～ / 3（日）12 12/ 2

そ
の
他

保護具着用管理責任者教育
（概略は、８月号 P.4 掲載）

11,000
14,080

会員
一般 2,750 宮崎 （火）1 /23

定員に達しました定員に達しました

★都合により中止します★都合により中止します

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

★追加開催


